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祝 成人式

　
1
月
2
日
㈬
、
文
化
会
館

に
お
い
て
、
平
成
31
年
青
木

村
成
人
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

新
成
人
は
、
平
成
10
年
4
月

2
日
か
ら
平
成
11
年
4
月
1

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
々
で
、

男
性
17
名
、
女
性
20
名
の
計

37
名
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

真
新
し
い
ス
ー
ツ
や
華
や
か

な
晴
れ
着
に
身
を
包
み
、
久

し
ぶ
り
の
再
会
に
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
お
世
話
に

な
っ
た
先
生
方
や
、
来
賓
の

皆
様
か
ら
多
く
の
お
祝
い
の

お
言
葉
や
、
激
励
の
お
言
葉

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
保
土
塚
優
汰
さ
ん

が
新
成
人
の
代
表
と
し
て
、

青
木
村
で
育
て
て
く
れ
た
家

族
へ
の
感
謝
の
思
い
や
、
決

意
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

式
典
後
の
祝
賀
会
で
は
、

多
く
の
新
成
人
か
ら
「
青
木

村
に
帰
っ
て
き
た
い
」「
貢

献
し
た
い
」
な
ど
と
て
も
頼

も
し
い
言
葉
を
聞
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
な
お
、
新
成
人
一
同
か
ら

村
へ
の
記
念
品
と
し
て
一
升

炊
き
の
炊
飯
器
が
寄
贈
さ
れ

ま
し
た
。

平成 31 年 2月号2



成
人
式
を
迎
え
て

　
　
　

　

こ
の
度
、
生
ま
れ
育
っ
た
青
木

村
で
か
け
が
え
の
な
い
幼
少
時
代

を
共
に
過
ご
し
た
仲
間
と
成
人
式

に
出
席
で
き
た
こ
と
を
大
変
嬉
し

く
思
い
ま
す
。
久
し
ぶ
り
に
再
会

し
た
同
級
生
の
姿
に
、
懐
か
し
さ

を
感
じ
る
と
と
も
に
、
大
人
び
た

雰
囲
気
に
時
の
流
れ
を
感
じ
ま
し

た
。
今
で
は
別
々
の
道
を
歩
ん
で

い
る
同
級
生
と
、
将
来
に
つ
い
て

の
目
標
や
不
安
に
つ
い
て
語
る
こ

と
が
で
き
、
と
て
も
良
い
刺
激
を

受
け
ま
し
た
。
こ
の
成
人
式
を
き
っ

か
け
に
今
ま
で
の
こ
と
を
振
り
返

る
と
、
育
て
て
く
れ
た
家
族
や
温

か
く
接
し
て
く
だ
さ
っ
た
地
域
の

方
々
、
そ
し
て
厳
し
く
も
親
身
に

教
え
、
導
い
て
く
だ
さ
っ
た
恩
師

へ
の
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い

に
な
り
ま
し
た
。

　

私
は
今
、
知
り
合
い
の
い
な
い

福
井
県
で
一
人
暮
ら
し
を
し
な
が

ら
勉
学
に
励
ん
で
い
ま
す
。
一
人

暮
ら
し
は
料
理
や
掃
除
な
ど
、
今

ま
で
両
親
が
ほ
と
ん
ど
や
っ
て
く

れ
て
い
た
こ
と
を
自
分
で
や
ら
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
改
め
て
両
親

の
あ
り
が
た
さ
に
気
付
き
ま
し
た
。

ま
た
、
青
木
村
か
ら
離
れ
て
別
の

場
所
で
過
ご
す
と
、
青
木
村
の
地

域
の
方
々
の
温
か
さ
が
当
た
り
前

で
は
な
い
と
実
感
し
ま
し
た
。
恩

師
と
お
話
し
た
際
も
、
青
木
村
は

穏
や
か
で
、
地
域
の
方
々
が
優
し

く
見
守
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
か

ら
子
供
た
ち
も
素
直
に
ま
っ
す
ぐ

育
っ
て
い
る
、
と
い
う
話
が
あ
り
、

私
が
幼
い
こ
ろ
は
考
え
も
し
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
今
考
え
る
と
本
当

に
そ
の
通
り
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

私
は
、
将
来
何
に
な
り
た
い
の

か
、
何
を
し
た
い
の
か
具
体
的
な

こ
と
は
ま
だ
探
し
て
い
る
途
中
で

す
が
、
何
ら
か
の
形
で
今
ま
で
お

世
話
に
な
っ
た
こ
の
青
木
村
に
貢

献
し
、
両
親
、
恩
師
そ
し
て
地
域

の
方
々
に
恩
返
し
が
で
き
た
ら
い

い
な
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
に
も
、
今
ま
で
以
上
に
何
事
に

も
積
極
的
に
取
り
組
み
、
有
意
義

な
学
生
生
活
を
過
ご
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
今
ま
で
私
を
育

て
て
く
れ
た
両
親
、
そ
し
て
温
か

く
見
守
っ
て
く
だ
さ
っ
た
地
域
の

方
々
や
恩
師
へ
の
感
謝
を
忘
れ
ず
、

こ
れ
か
ら
自
分
の
将
来
に
向
か
っ

て
進
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ら
な
い
、
そ
ん
な
仲
間
た
ち
と
成
人

式
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
は
私
の
誇
り

で
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
20
年
間
を
振
り
返
る

と
、
色
々
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、

出
会
い
に
恵
ま
れ
た
人
生
で
あ
っ
た

と
つ
く
づ
く
思
い
ま
す
。
私
を
応
援
し

て
く
れ
る
家
族
、
た
く
さ
ん
の
思
い

を
分
か
ち
合
っ
て
き
た
仲
間
、
優
し

く
時
に
厳
し
く
指
導
し
て
く
だ
さ
っ

た
先
生
、
温
か
く
見
守
っ
て
く
だ
さ
っ

た
地
域
の
方
々
、
青
木
村
で
の
出
会

い
が
私
の
人
生
の
基
盤
に
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
れ
以
外
に
も
、
進
学
先
等

で
の
出
会
い
が
新
し
い
も
の
の
見
方
・

考
え
を
教
え
て
く
れ
た
よ
う
に
、
人

と
の
触
れ
合
い
が
い
つ
も
自
分
の
成

長
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。「
出
愛
会
い

〜
出
会
い
に
は
愛
が
あ
る
〜
」
こ
れ

は
中
学
校
時
代
の
恩
師
の
言
葉
で
す

が
、
そ
の
言
葉
の
通
り
、
こ
れ
ま
で

の
愛
の
あ
る
出
会
い
が
あ
っ
た
か
ら

今
の
自
分
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

出
会
っ
た
人
達
が
幸
せ
を
も
た
ら
し

て
く
れ
た
こ
と
へ
の
感
謝
を
忘
れ
ず
、

私
も
ま
た
今
ま
で
出
会
っ
た
人
、
こ

れ
か
ら
出
会
う
人
を
幸
せ
に
で
き
る

よ
う
に
、
ま
ず
は
、
夢
の
実
現
に
向

け
て
精
進
し
て
い
き
た
い
で
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

田中　勇貴さん

佐藤　杏奈さん

成
人
を
迎
え
て

　
　
　

　

こ
の
度
、
成
人
式
と
い
う
人
生
の

節
目
、
そ
し
て
大
人
と
し
て
の
門
出

を
生
ま
れ
育
っ
た
青
木
村
で
迎
え
ら

れ
た
こ
と
を
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
こ
ま
で
育
て
て
く
だ
さ
っ

た
家
族
を
は
じ
め
、
お
世
話
に
な
っ

た
す
べ
て
の
方
々
に
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

中
学
校
ま
で
の
15
年
間
を
共
に
悩

み
、
喜
び
、
支
え
あ
い
な
が
ら
過
ご

し
て
き
た
仲
間
達
は
現
在
、
そ
れ
ぞ

れ
夢
や
目
標
に
向
か
っ
て
一
生
懸
命

歩
み
を
進
め
て
い
る
最
中
で
す
。
成

人
式
で
、
久
し
ぶ
り
に
再
会
し
、
お

互
い
の
成
長
を
実
感
す
る
と
と
も
に
、

自
分
も
頑
張
ろ
う
と
気
合
が
入
り
ま

し
た
。
そ
れ
で
も
、
友
と
一
緒
に
過

ご
す
時
間
は
、
毎
日
顔
を
合
わ
せ
て

い
た
頃
と
変
わ
ら
ず
、
楽
し
さ
と
安

ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
で
、
昔

に
戻
っ
た
よ
う
な
感
覚
に
さ
せ
て
く

れ
ま
し
た
。
変
わ
っ
た
よ
う
で
変
わ
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新
春
恒
例
の
「
青
木
村
消
防

出
初
式
」
が
１
月
13
日
㈰
厳
粛

に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

森
林
組
合
駐
車
場
か
ら
文
化

会
館
ま
で
の
消
防
行
進
、
観
閲

に
引
き
続
き
文
化
会
館
で
式
典

を
執
り
行
い
、
伝
統
あ
る
青
木

村
消
防
団
の
益
々
の
発
展
を
誓

い
ま
し
た
。

　

消
防
行
進
で
は
、
今
年
も
小

学
４
年
生
の
「
あ
お
き
っ
子
消

防
応
援
団
」
が
参
加
し
、
沿
道

よ
り
た
く
さ
ん
の
声
援
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

青木村消防団

あおきっ子消防応援団 消防行進

観　閲 出初式開式

平成31年　青木村消防出初式

平成 31 年 2月号4



　

消
防
団
は
地
域
愛
護
の

精
神
の
も
と
、「
自
分
た
ち

の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守

る
。」
を
合
言
葉
に
地
域

防
災
の
要
と
し
て
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

少
子
化
の
波
と
共
に

年
々
団
員
数
が
減
少
す
る
一

方
、
自
然
災
害
の
増
加
に
よ

り
、
消
防
団
の
存
在
と
寄
せ

ら
れ
る
期
待
は
、
大
変
大
き

な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
消
防
団
へ
の
加
入
は
、
異

な
る
年
齢
、
様
々
な
職
業
の

方
と
活
動
を
通
じ
て
交
流
を

図
る
こ
と
が
で
き
、
地
域
と

の
つ
な
が
り
を
持
つ
こ
と
が

で
き
ま
す
。
男
性
は
も
ち
ろ

ん
、
女
性
も
大
歓
迎
で
す
。

　
関
心
、
興
味
の
あ
る
方
は

地
元
分
団
や
お
近
く
の
団

員
、
ま
た
は
役
場
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
こ
れ
か
ら
年
度
末
に
か
け

て
団
員
の
加
入
促
進
の
た

め
、
分
団
役
員
や
区
の
役
員

さ
ん
が
勧
誘
活
動
を
行
い
ま

す
。ぜ
ひ
ご
理
解
い
た
だ
き
、

１
人
で
も
多
く
の
方
が
加
入

さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

● ● ● ●  消防団員募集のお知らせ ● ● ● ●

退団者の皆さん

消防団員表彰

日
本
消
防
協
会
表
彰

●
精
績
章　
沓
掛
俊
一
朗

長
野
県
消
防
協
会
表
彰

●
感
謝
状　
岩
下
竜
太
郎

●
功
労
章　
沓
掛
　
啓
二
・
中
澤
　
　
徹

●
努
力
賞　
北
村
　
敏
昭
・
上
野
　
伴
樹

●
精
績
章　
西
戸
　
貴
行
・
中
山
　
　
忍

●
技
術
章　
山
浦
　
栄
二
・
小
林
　
　
淳

●
精
勤
章　
中
澤
　
清
光
・
金
井
　
大
介

　
　
　
　
　
堀
内
　
隆
志
・
上
野
　
敬
輔

　
　
　
　
　
松
田
　
泰
彦
・
花
岡
　
直
人

　
　
　
　
　
内
藤
　
一
仁
・
関
澤
　
　
久

上
小
消
防
協
会
表
彰

●
感
謝
状　
岩
下
竜
太
郎

●
功
績
章　
増
田
　
尚
之
・
小
林
　
忠
彦

●
功
労
章　
保
科
　
和
徳
・
長
岡
　
正
剛

　
　
　
　
　
中
澤
　
運
仁
・
増
田
　
和
矢

　
　
　
　
　
高
野
　
昌
幸
・
増
田
　
　
努

　
　
　
　
　
松
澤
　
秀
樹

●
永
年
勤
続
功
労
章

　
　
　
　
　
北
村
　
敏
昭
・
山
浦
　
栄
二

青
木
村
表
彰

●
退
団
者
感
謝
状

　
　
　
　
　
岩
下
竜
太
郎
・
相
澤
　
利
彰

　
　
　
　
　
宮
原
　
誠
司
・
奈
良
本
任
司

　
　
　
　
　
池
田
　
浩
幸
・
北
村
　
真
一

　
　
　
　
　
工
藤
　
直
紀
・
沓
掛
　
治
樹

　
　
　
　
　
深
澤
　
和
美

青
木
村
消
防
団
表
彰

●
退
団
者
感
謝
状

　
　
　
　
　
信
太
　
将
成
・
増
田
　
忍

　
　
　
　
　
尾
和
　
貴
彦
・
小
林
　
桂
三

　
　
　
　
　
平
林
　
正
至
・
小
山
　
明
之

平成 31 年  青木村消防出初式受章者（敬称略）
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　この度、当所では超音波検査機に続き、最新のレントゲン（Ｘ線）撮影装置を導入しました。
　レントゲン撮影検査はＸ線を対象物に当て、その反射を映像化する検査です。肺、心臓、胃腸、また骨など
身体の様々な部分を撮影し、肺炎、心不全や骨折などといった多くの疾患の有無を確認できます。
　装置は日立製作所のCLINIXⅢとい
うもので、コンパクトでありながら高
性能の最新機器です。従来の装置はX
線用フィルムに記録（アナログ方式）
していましたが、最新の装置は電子的
に記録（デジタル方式）するため精密
で、結果も数分で確認することができ、
幅広い撮影に対応します。今後も更な
る地域医療向上のため尽力していきた
いと思います。皆様何卒よろしくお願
いいたします。

青木診療所   レントゲン撮影検査導入

　日頃、議会活動にご理解、ご協力をいただき
ましてありがとうございます。
　この度、村民の皆様に日頃の議会の活動状況
を知っていただくため、議会報告会を開催いた
します。
　議員が村民の皆様に直接、報告・説明し、議
会活動や村政に対するご意見やご提言などをう
かがい、議会審議への活用や今後の議会活動
に生かしてまいります。

〈開催内容〉
●議会活動報告について
●国道143号青木峠新トンネル開通に向けた
　最近の取り組み状況について
●青木村議会及び地方議会のあり方について

どなたでも参加できます。お誘い合わせのうえ、
お気軽にお出かけください。

主催：青木村議会
【お問い合わせ先】 青木村議会事務局　情  ・☎ 49-0111

【開催スケジュール】

青木村議会から  議会と語る会 開催のお知らせ
（議会報告会・住民懇談会）

日　時 会　　場 対象地区

２月23日㈯
19時～ 21時

青木村文化会館
２階  講堂 全地区（全住民）

青
木
村

あ
っ!!

平成 31 年 2月号6



東信県税事務所 上田事務所から県税、青木村役場から村税のお知らせ

自動車税・軽自動車税について
●自動車税・軽自動車税は、毎年４月１日現在の登録名義人（車検証記載の所有者。所有権留保車

の場合は使用者。）に課税され、その年度１年分を納めていただきます。
　　自動車・軽自動車を手放している場合でも、車検証に記載された所有者又は使用者に納税義務

が生じますので、運輸支局、軽自動車検査協会で早めの移転・変更登録手続きをお願いします。

　☆自動車・軽自動車を譲渡・下取りに出した時は、必ず「移転登録」（名義変更）をしましょう。
・運輸支局、軽自動車検査協会での「移転登録」が済んでいないと「あなた」に納税義務が生じます。
・自動車販売会社などへ下取りに出した場合は、手続きの状況を下取り先にご確認ください。

　☆自動車・軽自動車を使わなくなった時は、早めに「抹消登録」をしましょう。
・運輸支局、軽自動車検査協会での「抹消登録」がされるまで「あなた」に納税義務が生じます。
・「抹消登録」がされると、抹消登録した月の翌月以降の自動車税については、月割りで減額・

還付されます。
　☆自動車税・軽自動車税の納税通知書は、原則として車検証記載の住所へお送りします。

・住所の変更はありませんか？住所の「変更登録」をお願いします。
・引越しなどされた場合は、郵便局への「転居届」の提出と、運輸支局、軽自動車検査協会での

住所「変更登録」もお忘れなく。

【お問い合わせ先】
●移転登録（名義変更）、抹消登録、変更登録（住所、姓名等）の手続き、自動車税については運輸支

局又はお近くの自家用自動車協会に、軽自動車税については軽自動車検査協会へお問い合わせ
ください。

●自動車税
☆国土交通省北陸信越運輸局長野運輸支局
　〒381-8503  長野市西和田1丁目35番4号                ☎ 050-5540-2042(音声案内)
☆(一社)長野県自家用自動車協会上小支部（手続きを代行しています。）
　〒386-0002  上田市住吉65　　　　　　　              ☎ 22-0595
☆東信県税事務所  上田事務所
　〒386-8555　上田市材木町1-2-6　上田合同庁舎内　☎ 25-7117（直）

●軽自動車税
125㏄越えの2輪車又は660㏄以下の3輪、4輪自動車については
☆軽自動車検査協会事務所長野事務所

　  〒381-0037　長野市西和田1丁目38番地1号   　　　☎ 050-3816-1854(音声案内)
その他の軽自動車については
☆青木村役場　税務会計課                                         ☎ 49-0111(代)
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青木村役場  情  … 情報電話   ☎ 0268-49-0111（代表）  ※開庁時間外は代表番号におかけください。

母
子
相
談・離
乳
食
相
談

　
お
子
さ
ん
の
身
長
と
体
重
を

測
定
後
、
各
種
相
談
を
実
施
。

　
相
談
に
は
、
保
健
師
・
助
産

師
・
栄
養
士
が
応
じ
ま
す
。

日
時　
２
月
15
日
㈮

　
　
　
９
時
～
12
時

●
離
乳
食
相
談

　
　
　
９
時
30
分
～
11
時
30
分

●
授
乳
相
談

　
　
　
９
時
30
分
～
12
時

場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　
０
歳
～
未
就
園
児・妊
産
婦

持
ち
物　
母
子
手
帳

問　
保
健
衛
生
係

情　
49 -

３
１
３
２

成
年
後
見
制
度
セ
ミ
ナ
ー

　
認
知
症
や
精
神
障
が
い
、
知

的
障
が
い
等
に
よ
り
、
判
断
能

力
が
不
十
分
と
な
り
、
地
域
で

支
援
を
必
要
と
し
て
い
る
人
が

た
く
さ
ん
い
ま
す
。
そ
う
い
っ

た
方
を
支
援
す
る
仕
組
み
の
一

つ
が
成
年
後
見
制
度
で
す
。
こ

の
制
度
に
つ
い
て
学
ぶ
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
2
月
21
日
㈭

　
　
　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

場
所　
東
御
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

演
題
「
高
齢
化
し
て
い
く
地
域

を
支
え
て
い
く
た
め
に
知
っ
て

お
き
た
い　
成
年
後
見
制
度
」

講
師　
公
益
社
団
法
人

　
あ
い
権
利
擁
護
支
援
ネ
ッ
ト

代
表
理
事 

池
田
惠
利
子
氏

　
詳
細
は
全
戸
配
布
チ
ラ
シ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問　
住
民
福
祉
係

情　
49 -

３
１
３
２

日
時　
２
月
14
日
㈭

　
　
　
10
時
～
13
時

場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
栄
養
指
導
実
習
室

対
象　
料
理
に
興
味
の
あ
る
男

性
。
初
心
者
大
歓
迎
で
す
。

参
加
費　
５
０
０
円

持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・

ハ
ン
カ
チ

申
込
期
限　
2
月
12
日
㈫

問　
保
健
衛
生
係

情　
49 -

３
１
３
２

  

心
の
悩
み
に
保
健
師
が
応
じ
る

心
の
健
康
相
談
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
２
月
28
日
㈭

住
民
福
祉
課

　
　
　
３
月
８
日
㈮

　
　
　
13
時
30
分
～
16
時
30
分

場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー

定
員　
各
回
1
人
～
2
人

申
込
期
限　
相
談
日
前
日

問　
保
健
衛
生
係

情　
49 -

３
１
３
２

日
時　
３
月
２
日
㈯

　
　
　
13
時
30
分
～
15
時

場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー
研
修
室

演
題　
簡
単
に
体
も
心
も

ほ
ぐ
れ
る
ス
ト
レ
ッ
チ

講
師　
公
益
財
団
法
人

身
体
教
育
医
学
研
究
所

横
井　
佳
代 

氏

参
加
費　
無
料

問　
保
健
衛
生
係

情　
49 -

３
１
３
２

　
任
期
満
了
に
伴
い
、
片
田
章

偉
氏
（
村
松
）・関
礼
子
氏
（
当

郷
）
が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
た
に
夛
田
定
行
氏
（
下

奈
）・井
古
田
眞
喜
子
氏（
中
挾
）

が
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
、

人
権
擁
護
委
員
に
就
任
さ
れ
ま

し
た
。
任
期
は
平
成
31
年
１
月

１
日
か
ら
3
年
間
で
す
。

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
人
権
に

関
す
る
様
々
な
相
談
を
受
け
付

け
、
法
務
局
を
始
め
関
係
機
関

と
連
携
し
、
問
題
の
解
決
を
は

か
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

免除期間
　出産予定日または出産日が属する月の前月から４か月間の
国民年金保険料が免除されます。
　なお、多胎妊娠の場合は、出産予定日又は出産日が属する
月の３か月前から６か月間の国民年金保険料が免除されます。
※出産とは、妊娠85日（４か月）以上の出産をいいます。

（死産、流産、早産された方を含みます。）
対象
　「国民年金第１号保険者」で出産日が平成31年２月１日以
降の方
届出時期
　出産予定日の６か月前から届出可能ですので、速やかに届
出ください。
　※ただし、届出ができるのは平成31年4月からです。
届出先　役場国民年金担当窓口　　　　
施行日　平成31年4月１日

【お問い合わせ先】  小諸年金事務所　☎ 0267-22-1082

平成31年4月から産前産後期間の
国民年金保険料が免除となります

男
性
の
料
理
教
室

心
の
健
康
相
談

健
康
づ
く
り
講
演
会

人
権
擁
護
委
員
が
変
わ
り
ま
し
た

役場の忘れ物・
落とし物について

2019年度 健診・検診申し込みのお知らせ

　昨年までに役場内および役場周辺に
ありました、忘れ物・落とし物を住民
福祉係受付でお預かりしています。
　ハンカチ、帽子、メガネなどお心当
たりのある方は、住民福祉係受付まで
お問い合わせください。
問   住民福祉係受付　情  49-3132

　2019年度青木村各種健(検)診申込書を、保健補導員が各家庭に
配布します。健診・検診を希望される方は申込書にご記入の上、期日
までに担当の保健補導員に提出してください。別紙で『肝炎ウィル
ス検査』『前立腺がん検診』『骨密度検診』『歯周病疾患検診』専用の申
込書も同封されていますので、希望される方は、ご記入の上、保健補
導員に提出してください。
・申込書の記入に際し、説明書や申し込みに
  あたっての注意事項をご確認ください。
・申込書の内容について、保健師から確認のお電
  話をすることがありますのでご了承ください。

【お問い合わせ先】 
保健衛生係
情  49-3132

平成 31 年 2月号8



♪
♪

♪
♪

村からのお知らせです　　〜各課からの連絡をお知らせいたします〜

2019年度シニア大学
学生募集のご案内　村では要介護高齢者等の在宅生活の継続、向上を図るために、紙おむつ

等の購入に対して補助金を支給します。対象と思われる方は、下記事項を
ご覧いただき、地域包括支援センター窓口にて、お申し込みください。

受 付 期 間　2月12日㈫～ 2月28日㈭

支給対象者
　青木村に住所を有し、介護保険による要介護度が1 ～ 5（2月1日現在）
の高齢者等を在宅で介護している方。但し、購入金額が年間（領収書日付
が平成30年3月1日～平成31年2月28日の期間）で1万円以上の方。

補助金支給限度額
　①住民税世帯非課税者　年額2万円
　②住民税世帯課税者　　年額1万円

必要書類
　・申請書（地域包括支援センター窓口で配布しています）
　・領収書（1万円〜 2万円分）　・印鑑　・振込先の通帳

【お問い合わせ先】  地域包括支援センター　情  49-1110

長野県シニア大学で学んでみませんか
願書受付期間
２月１日㈮～３月15日㈮
入学資格
おおむね50歳以上の県内在住者で、学習意欲が旺盛であ
り、地域活動等を行おうとする方
受講期間
２年間
願書は、役場住民福祉課に置いてあります。
願書提出先
願書に必要事項を記入し、添付の通知用はがきに62円切
手を貼り、役場受付まで持参又は郵送してください。

【お問い合わせ先】　住民福祉係　情  49-3132

紙おむつ補助金の支給について

商
工
観
光
移
住
課

赤い羽根共同募金並びに歳末
たすけあい募金の結果とお礼

　平成30年10月から12月に行われまし
た「赤い羽根共同募金並びに歳末たすけあ
い募金」につきまして、多くの善意の募金
をお寄せいただきました。心より感謝申し
上げます。

　この募金は長野県共同募金会に集約さ
れ、村で集めた金額の約70%が配分され、
村福祉事業に使わせていただきます。ご協
力ありがとうございました。

「もったいない市！」
開催のおしらせ

　赤十字奉仕団では、今年も「もったいない
市！」を開催します。
　掘り出し物がたくさんありますので、お誘
い合わせのうえお越しください。
日　時　2月27日㈬
　　　　10時～ 13時
場　所　老人福祉センター　大広間

売上金は日本赤十字社を通じて
災害義援金にさせていただきます。

■ 品物を提供してください ■
　家庭に眠っている、いただきもの、食器、雑
貨、古着など捨てるに捨てられない、「もったい
ない」と思うものを無料で提供してください。

【お問い合わせ先】
社会福祉協議会事務局　情  ・ ☎ 49-2129

戸別募金 109万2,268円
（計1216件）

学校募金 1万5,652円
職域募金 9,821円
一円玉募金 7,127円
その他 2万3,879円

合　　　計 114万8,747円
 （前年112万9,806円）

提供品受付を
2月16日㈯ 10時〜 15時に行います。

老人福祉センターまでお持ちください。
破損のひどいものなどはお断りする場合があります。

社 協 だ よ り 青木村
燃やせるごみ排出量

12月分の燃やせるごみ排出量です。 
昨年の同じ時期の排出量を約1.5%上
回ってしまいました…。  
長野県のひとり1日当たりのごみ排出量
は平成26～28年度の3年連続で全国で
最も少ないという統計結果が出ています。
昨年よりごみを減らすことを目標に、引
き続き全村民の皆様のご協力をお願い致
します！

平成
30年分

平成
29年分

前年
対比

10
月 40,370kg 41,920kg −1,550kg

11
月 41,440kg 36,960kg ＋4,480kg

12
月 40,100kg 41,230kg −1,130kg

計 121,910kg 120,110kg ＋1,800kg

2月17日㈰結婚相談 13時〜16時

3月7日㈭心配ごと相談
13時〜16時

いずれも場所は老人福祉センター

移住・定住促進住宅（民間活用型）への入居者の募集を開始します
入居者には、家賃の一定額を補助します

募集期間　2月1日～2月28日
所  在  地　青木村大字村松418-1
募集戸数　6戸（2階建てタイプ4戸、平屋建てタイプ2戸）
間  取  り　２LDK
家　　賃　60,000円～63,000円（共益費等別途）
家賃補助額　15,000円

　入居を希望される方は、村ホームページ等に掲載され
ている所定の様式により、郵送又は持参等により役場へ
申込みください。希望者多数の場合は、受付けを終了する
場合や納税状況等により受付けない場合がありますので、
ご留意願います。

【お問い合わせ先】  商工観光移住係　情  49-3131
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平
成
31
年
度
の
青
木
村
奨
学

生
を
募
集
し
ま
す
。

対
象　
平
成
31
年
4
月
に
高
校
、

短
大
、
専
門
学
校
、
４
年
制
大

学
に
入
学
す
る
者

奨
学
金
の
金
額

月
額
2
万
円
～
5
万
円

（
学
校
・
通
学
方
法
等
に
よ
り

上
限
額
が
異
な
り
ま
す
。）

給
付
期
間　
平
成
31
年
4
月
か

ら
正
規
の
最
短
修
業
年
限
の
終

期
ま
で
。

申
込
方
法　
教
育
委
員
会
ま
で

所
定
の
応
募
書
類
の
様
式
を
取

り
に
き
て
く
だ
さ
い
。

募
集
期
限　
平
成
31
年
3
月
24

日
㈰
ま
で
に
応
募
書
類
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
奨
学
金
は
村
内
の
篤
志

者
の
皆
様
の
ご
寄
付
と
青
木
村

の
税
金
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
心
に

深
く
留
め
、
初
心
貫
徹
で
勉
学

に
励
ま
れ
る
こ
と
が
こ
の
奨
学

金
の
大
切
な
条
件
で
す
。

※
募
集
は
１
年
に
一
回
限
り
で

す
の
で
、
提
出
期
限
ま
で
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

問　
教
育
委
員
会

情
・
☎　
49
‐
２
２
２
４

　
日
頃
の
腕
試
し
に
、
ま
た
友

人
と
の
交
流
の
場
と
し
て
ぜ
ひ

大
勢
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　
2
月
10
日
㈰　
9
時
～

場
所　
文
化
会
館

　
　
　
1
階
第
2
研
修
室

参
加
費　
無
料
（
お
弁
当
を
事

務
局
へ
注
文
す
る
方
は
昼
食
代

を
い
た
だ
き
ま
す
。）

問　
青
木
村
公
民
館

情
・
☎　
49
‐
２
２
２
４

　
最
近
は
、
特
殊
詐
欺
事
件
が

　
現
在
、
国
道
１
４
３
号
殿
戸

バ
ス
停
付
近
の
歩
道
設
置
工
事

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
工
事
に
伴
い
、
５
月
25

日
頃
ま
で
の
工
事
期
間
中
は
終

日
片
側
交
互
通
行
止
め
と
な
り

ま
す
の
で
、
交
通
誘
導
員
、
工

事
用
信
号
機
の
指
示
に
従
っ
て

通
行
を
お
願
い
し
ま
す
。

問 

上
田
建
設
事
務
所
整
備
課

☎　
25
‐
７
１
６
８

　
道
路
に
張
り
出
し
た
木
や
竹

は
通
行
の
妨
げ
に
な
る
だ
け
で

な
く
、
冬
の
積
雪
や
暴
風
雨
等

青木村役場  情  … 情報電話   ☎ 0268-49-0111（代表）  ※開庁時間外は代表番号におかけください。

建
設
農
林
課

支
障
木
の
伐
採
等
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

教
育
委
員
会

囲
碁・将
棋
大
会
開
催

青
木
村
奨
学
生
の
募
集
に
つ
い
て

　
平
成
30
年
度
「
地
域
発  

元

気
づ
く
り
支
援
金
」
事
業
で
購

入
し
た
竹
粉
砕
機
等
を
安
全
に

活
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
育
成
講
習
会
を

開
催
し
ま
す
。
本
年
度
、
竹
粉

砕
作
業
を
ご
予
定
の
方
は
必
ず

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　
２
月
９
日
㈯　
14
時
～

集
合
場
所　
文
化
会
館
駐
車
場

内
容　
竹
の
伐
採
か
ら
粉
砕
機

の
利
用
ま
で
ひ
と
と
お
り
の
作

業
を
行
い
ま
す
。

人
数　
先
着
20
名
程
度

（
要
予
約
・
１
団
体
２
名
ま
で
）

申
込
期
限　
２
月
８
日
㈮
ま
で

に
お
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

　
講
習
を
受
け
た
方
に
修
了
証

を
交
付
し
ま
す
。
そ
の
中
で
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
登
録
申
請
を
さ
れ

た
方
に
の
み
竹
粉
砕
機
等
を
お

貸
し
し
ま
す
（
ほ
か
貸
出
条
件

あ
り
）。

問　
農
業
振
興
係

情　
49
‐
３
１
３
１

第
一
回 

竹
粉
砕
機

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
育
成
講
習
会

　
こ
の
春
、
野
菜
づ
く
り
を
は

じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
初
心
者
の
方
か
ら
、
野
菜
づ

く
り
で
お
悩
み
の
方
ま
で
ど
な

た
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

日
時　
２
月
25
日
㈪

　
　
　
13
時
30
分
～
15
時

場
所　
Ｊ
Ａ
信
州
う
え
だ　

　
　
　
青
木
支
所　
２
階

内
容
・
野
菜
の
品
目
に
つ
い
て

　
　
・
土
づ
く
り
に
つ
い
て

　
　
・
野
菜
な
ん
で
も
相
談
会

な
ど

参
加
費　
無
料

主
催　
㈱
道
の
駅
あ
お
き

共
催　
青
木
村
農
業
技
術
者

連
絡
協
議
会

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

問　
㈱
道
の
駅
あ
お
き

情
・
☎　
49
‐
０
３
３
３

　
青
木
村
に
訪
れ
た
東
京
農
業

大
学
生
の
研
究
発
表
会
、
青
木

村
セ
ミ
ナ
ー
「
日
本
一
住
み
た

い
村　
信
州
・
青
木
村
で
考
え

て
み
た
～
若
者
が
定
着
す
る
要

因
は
何
か
～
」
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
2
月
14
日
㈭　
9
時
～

だ
れ
で
も
楽
々

野
菜
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー

東
京
農
業
大
学

信
州・青
木
村
セ
ミ
ナ
ー

に
よ
り
倒
木
等
を
引
き
起
こ
し
、

交
通
事
故
を
引
き
起
こ
す
原
因

と
な
り
ま
す
。

　
倒
木
等
に
よ
り
事
故
が
発
生

し
た
場
合
に
は
、
樹
木
の
所
有

者
の
責
任
が
問
わ
れ
る
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
、
伐
採
や
枝
払

い
な
ど
適
切
な
管
理
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

問　
建
設
係

情　
49
‐
３
１
３
１

場
所　
文
化
会
館　
２
階
講
堂

　
ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た
だ

け
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
終
了
後
は
会
費
制

（
８
０
０
円
）
で
昼
食
パ
ー

テ
ィ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
昼
食

を
希
望
の
方
は
2
月
7
日
㈭
ま

で
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
農
業
振
興
係

情　
49
‐
３
１
３
１

国
道
１
４
３
号
片
側
交
互

通
行
止
め
に
つ
い
て

生
涯
学
習「
成
人
講
座
」開
催

平成 31 年 2月号10



多
数
発
生
し
て
お
り
ま
す
。
そ

こ
で
公
民
館
で
は
、
高
齢
者
ク

ラ
ブ
連
合
会
と
と
も
に
「
成
人

講
座
」
を
開
催
し
ま
す
。
大
勢

の
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

日
時　
2
月
24
日
㈰　
14
時
～

場
所　
青
木
村
文
化
会
館

　
　
　
2
階　
講
堂　

演
題　
防
ご
う 

特
殊
詐
欺（
仮

題
）～
今
年
度
の
現
状
と
対
策
～

講
師　

　
小
田
達
博
青
木
村
駐
在
所
長

　
上
田
警
察
署
生
活
安
全
課
員

　
上
小
防
犯
協
会
連
合
会

防
犯
女
性
部
員

参
加
費　
無　
料

問　
青
木
村
公
民
館

情
・
☎　
49
‐
２
２
２
４

　

０
歳
か
ら
３
歳
く
ら
い
の

赤
ち
ゃ
ん
と
お
母
さ
ん
で
お
も

ち
ゃ
と
絵
本
で
楽
し
く
遊
び
ま

し
ょ
う
。

　

お
話
し
て
く
だ
さ
る
の
は
、

「
お
は
な
し
ざ
し
き
わ
ら
し
の

会
」
の
み
な
さ
ん
で
す
。
お
も

ち
ゃ
図
書
館
は
、
上
田
明
照

会
蓮
の
音
子
ど
も
園
か
ら
「
メ

リ
ー
ゴ
ー
ラ
ン
ド
号
」
が
や
っ

♪
♪

♪
♪

村からのお知らせです　　〜各課からの連絡をお知らせいたします〜

事故には十分ご注意いただき、万が一の交通事故に備えてぜひご加入ください。
【掛　　金】 15歳以上 400円・中学生以下 200円
 ※青木村保育園児の掛金半額補助あり。

【共済期間】 平成31年4月1日～翌年3月31日
 （4月1日以降に加入した場合、掛金納入日の翌日から翌年3月31日まで）

【加入方法】
会員台帳（ハガキ）に必要事項をご記入し、信州うえだ農業協同組合青木支所の窓口、または役場の会計室
で現金で納入してください。
会員台帳（ハガキ）は2月中旬頃に発送する予定です。
なお、青木村保育園の園児は保育園で全員加入するため、会員
台帳に印字されません。
詳しい内容は、2月に全戸配布いたしましたチラシをご覧ください。

【お問い合わせ先】
総務企画課　情 ・☎ 49-0111

＜加入申込ハガキ＞

交通災害共済に加入しましょう　東北信市町村交通災害共済事務組合

赤
ち
ゃ
ん
の
た
め
の
お
は
な
し

会・お
も
ち
ゃ
図
書
館
来
館

　
県
内
で
は
雪
に
関
連
す
る
事

故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
次
の

こ
と
を
心
が
け
て
除
雪
作
業
を

行
い
ま
し
ょ
う
。

・
作
業
は
家
族
、
近
所
に
も
声

を
か
け
、
必
ず
2
人
以
上
で
し

ま
し
ょ
う
。

・
晴
れ
の
日
ほ
ど
要
注
意
で
す
。

屋
根
の
雪
が
ゆ
る
ん
で
い
ま
す
。

・
作
業
の
と
き
は
必
ず
携
帯
電

話
を
持
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

問　
県
庁
危
機
管
理
防
災
課

☎ 

０
２
６-

２
３
５-

７
１
８
４

総
務
企
画
課

雪
に
よ
る
事
故
に

十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い

て
き
ま
す
。
大
勢
の
皆
様
の
お

出
か
け
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　
２
月
21
日
㈭

●
赤
ち
ゃ
ん
の
た
め
の
お
話
会

　
　
　
10
時
～

●
お
も
ち
ゃ
図
書
館
来
館

　
　
　
10
時
30
分
～

場
所　
青
木
村
図
書
館

　
壊
れ
た
お
も
ち
ゃ
が
あ
り
ま

し
た
ら
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

修
理
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問　
青
木
村
図
書
館

情
・
☎　
49
‐
０
０
７
１

2
月
は
S
T
O
P
！
転
倒
災
害

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
重
点
月
間
で
す

　
厚
生
労
働
省
で
は
転
倒
災
害

を
撲
滅
す
る
た
め
、「
Ｓ
Ｔ
Ｏ

Ｐ
！
転
倒
災
害
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
上

田
労
働
基
準
監
督
署
管
内
に
お

け
る
休
業
４
日
以
上
の
転
倒
災

害
は
平
成
30
年
11
月
時
点
で
47

件
と
全
体
の
労
働
災
害
１
７
７

件
の
う
ち
約
30
％
を
占
め
て
お

り
、
高
所
か
ら
の
墜
落
災
害
や

機
械
等
に
よ
る
は
さ
ま
れ
災
害

等
を
超
え
て
、
最
も
多
く
発
生

し
て
い
る
労
働
災
害
と
な
っ
て

い
ま
す
。
事
業
者
及
び
労
働
者

の
皆
様
は
、
歩
行
場
所
に
物
を

放
置
し
な
い
こ
と
、
転
倒
災
害

事
例
等
を
労
働
者
に
教
育
す
る

こ
と
な
ど
に
ご
留
意
頂
き
、
職

場
の
転
倒
災
害
防
止
対
策
を
進

め
て
く
だ
さ
い
。

問　
上
田
労
働
基
準
監
督
署

　
　
安
全
衛
生
係

☎　
22
‐
０
３
３
８

11広報あおき　479号



青木村役場  情  … 情報電話   ☎ 0268-49-0111（代表）  ※開庁時間外は代表番号におかけください。

※おもな行事のみ掲載をしておりますので、詳しい内容・掲載されて
いない行事については、生涯学習カレンダーをご覧いただくかもし
くは、各担当へご連絡ください。

/12 火 介護者のつどい　　心の健康相談
13 水 3歳児健診　1歳6か月児健診　さわやか体力づくり
14 木 男性の料理教室

15 金 母子相談・離乳食相談
納税口座再振替日（1月分）

16 土 希望保育　 幼児のためのおはなし会【図書館】
17 日 結婚相談
18 月 納税申告相談・当郷（第1・第2）

19 火 脳と体のストレッチ教室⑪
納税申告相談・当郷（第3・第4）

20 水 納税申告相談・当郷（第5・第6・第7）

21 木
赤ちゃんのためのおはなし会、
おもちゃ図書館来館【図書館】
納税申告相談・村松（東）

22 金 納税申告相談・村松（中）
23 土 希望保育
25 月 納税申告相談・村松（原久保）

27 水 乳児健診　　さわやか体力づくり
納税申告相談・村松（生地）

28 木 心の健康相談　　納税申告相談・入田沢
2月の納税口座振替日

/1 金 納税申告相談・中村

2 土 希望保育　　健康づくり講演会
小学生のためのおはなし会【図書館】

4 月 納税申告相談・中挾

5 火 介護者のつどい　　男性の料理教室
納税申告相談・下奈良本

6 水 さわやか体力づくり　納税申告相談・入奈良本
7 木 心配ごと相談　　お誕生相談　　2歳児健診
8 金 心の健康相談　健康相談　納税申告相談・沓掛
9 土 希望保育

おもな行事予定

　春が近づくにつれて冬の北風勢力圏が後退し、南風の勢力圏
が南から広がって、本州の南岸を通る低気圧の影響で青木村は
湿った雪が降ることがある。この時はテレビで上空1500ｍ付
近の氷点下6度の温度線を示す画像が見られる。気象庁予報官
は雨と雪の境界線の判断基準としており、青木村がこの温度線
の内側の低い温度場に入っていれば雪となり、大雪になること
もある。また、外側に入れば雨、真下であれば雨か雪が降る。この
ような判断基準では決められない気象条件の部分があり、その
都度予報が変わることがある。
　大雪が降ったあとのことわざに「大雪の翌日はこじきの洗濯」

（上田小県・飯田）「大雪のあとは裸の洗濯」（松本・塩尻）一度大
雪が降ったあとは晴天で、一時的に暖かいので着ているものを
洗濯しても寒くないという意味である。
　２月は暖かい日もあるが真冬より寒い事が多く、吹く風は身
を切るばかりである。日に日に明るくなっていく青空に、かすか
に春を感じるだけで「春は名のみの風の寒さや・・・・」と早春

賦（そうしゅんふ）の歌を母はよく口ずさんでいたことを思い
出す。
　3日は節分で4日は立春。昔から東洋の暦では、各季節の始ま
り（立春、立夏、立秋、立冬）の前日を節分と言い、季節が改まる
日という意味で、今は立春の前日だけ名前が残っている。古い中
国に各季節の終わりに悪気邪鬼を払う行事があり、日本の「豆
まき」は室町時代に中国から伝わってきたと言われている。
　青木村でも3日午後は役場駐車場で恒例の大節分祭の「豆
まき」を盛大に行う。この豆は埼玉県奥秩父の三峯山頂（標高
1102ｍ）にある三峯神社の節分追儺（ついな）祭に青木三峯奉
賛会が、3日朝7時から始まる「ごもっともさま」と呼ぶ神事
に参詣し、祈願した福豆を青木村小学生が願い事を書いた小袋
800個に5円玉と一緒に袋詰めして持ち帰る。この豆を村長や
商工会の皆さんが「福は内・鬼は外」と大声で豆まきをする行事
が伝統として今年も実施されるので、村民の皆さんは参加して
みてはいかがでしょうか。

〈二月〉 青木の空模様  「春は名のみの風の寒さや…」3日は青木村大節分蔡 文責：岩渕 登喜夫

　役場職員の人事異動が行われました。
１２月31日付退職　教育委員会　竹花　圭代（給食調理員）

役場職員人事異動について

BS4K放送サービス提供開始

＃募集します、自衛官。

採用試験 志願締切日 試験日

第6回 1月30日㈬ 2月9日㈯

第7回 2月20日㈬ 3月2日㈯

第8回 2月27日㈬ 3月9日㈯

　平成30年12月1日㈯から、ＢＳ4Ｋ・8Ｋの放送が始ま
りました。青木村では、これに併せて次の5放送の再放送
サービスを開始しました。
・ ＢＳ朝日   4Ｋ
・ ＢＳテレ東   4Ｋ
・ ＮＨＫ   ＢＳ4Ｋ　
・ ＢＳ－ＴＢＳ4Ｋ
・ ＢＳフジ4Ｋ
　これらの放送を視聴するためには、4Ｋテレビまたは4
Ｋ対応テレビ＋ＢＳ4Ｋチューナーが必要になりますが、
それ以外は従来の宅内設備をそのまま利用できます。な
お、役場１階ロビーに4Ｋテレビが設置されていますので、
ご覧ください。

【お問い合わせ先】
高速情報通信センター　情  ・ ☎ 49-2106

◎自衛官候補生（男子） ※自衛官候補生（女子）の試験は
　必要に応じて実施します。
※詳しくは最寄りの募集事務所
　にお問い合わせください。
HP  http://www.mod.go.jp/

pco/nagano/

◆応募資格
　18歳以上33歳未満の男子

平成 31 年 2月号12
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Vol.9地域おこし協力隊通信

本当の制覇とは？
野中　海雄

　青木三山をようやく制覇しました。年末に「今年
中に登りたい！」と思い立ち、夫神岳と子檀嶺岳を
立て続けに登りました。子檀嶺岳は当郷管社コース
から登り、竹林、アカマツ林、ヒノキ林、広葉樹林
と変化に富んだ登山道が面白く、また北アルプスな
どを望める頂上の景色が素晴らしく、これは最高の
初日の出になると思い、同じコースから元旦登山も
しました。言うまでもなく素晴らしい初日の出を拝
み、下山を始めるとどこからか太鼓の音が…その時
ふと、全コースから登ってやっと制覇だ！と思い、
下山中に今年中の制覇を誓いました。

◆松本市成人式
　1月13日に行われた平成最後の
成人式。松本市では、今年度2,328
人が対象となり、1,860人の新成
人が参加をして盛大に執り行われ
ました。冬の寒空のもと会場に集
まった新成人は、友との再会に肩
を寄せ合い、人生の門出を共に称え喜んでいました。
　松本市の成人式は、新成人12人から成る実行委員会
が中心となって運営や準備を行っているのも大きな特
徴です。成人式の様子は、広報まつもと2月号の表紙と
裏表紙でも取り上げています。

　中部電力(株)電力ネットワークカンパニー上田
営業所と「災害時における相互協力に関する協定」
を締結しました。
　大規模化する自然災害発生時に、より迅速な電
力の復旧のため情報を共有したり、連携を強化す
ることを目的としています。
　重要なライフラインである電力の安定した供給
ができるよう、平時においても連携を密にしてま
いります。

　信大YOU遊未来の学生によるクリスマス企画が
文化会館で開催され60名の児童が参加しました。
　班に分かれてケーキを作り、持参したお弁当と食
べました。
　ビンゴゲームをしたり、サンタさんからスノー
ドームをもらい、楽しい1日となりました。

土

12/
22

水

12/
19

ふるさと情報　フォトｄｅあおきふるさと情報　フォトｄｅあおき

災害時における相互協力に
関する協定を締結しました

信大YOU遊未来
あおきっ子クリスマス!!
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　毎年恒例の書初め大会が文化会館で開催されま
した。
　講師の先生方に書道の基本から丁寧に御指導い
ただきました。

　エコーバレースキー場で村民スキー＆スノー
ボード教室が開催されました。
　参加者・指導者合わせて28名での開催となりま
した。
　当日は寒い中、参加者全員が１日スキー・スノー
ボードを満喫することができました。

　青木村児童センターにたくさんの本を乗せた一風変わったバスがやってきました。このバスはインター
ネットで古本の買取、販売を行っている「VALUE BOOKS」が上田市を拠点に行っている移動本屋さんです。
値段のつかない本を古紙リサイクルにしてしまうのではなく本のまま活用し、絵本から文芸書まで多くの
ジャンルを出店地やイベントに合わせてお届けします。「本を必要としている人のもとへ届けたい」、「実際の
本に触れてもっと本に興味を持て欲しい」そんな思いを詰め込んだバスが「BOOKGIFT Project」と題し全
国各地を走り回っています。
　年齢を重ねるにつれ、身近にあった本が遠く離れた存在に。また現代ではゲームやスマートフォンの普及、
書籍の電子化によりますます遠い存在になりつつあります。「BOOKGIFT Project」は、多くの人が幼少期
のように本を手に取って選ぶ楽しさに触れる機会になり、本を読むきっかけになるのではないでしょうか。

日

1/
20

水

1/
16

日

1/
6 平成31年書初め大会

が開催されました
村民スキー＆

スノーボード教室

“BOOKGIFT Project”
〜青木村児童センターにやってきた〜

ふるさと情報　フォトｄｅあおきふるさと情報　フォトｄｅあおき

バス車内の様子。読みたい本をたくさん見
つけました。 バスは岩手県で移動図書館として活躍して

いたものです。 たくさんの児童がさっそく児童センターで
本を読んでいました。
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　『
姉
妹
都
市
・
長
泉
町
を
ご
紹
介
』

長泉町から長泉町から 姉　妹　都　市姉　妹　都　市

1

1
JR 東海道新幹線

JR 東海道本線
東名高速道路

浜松 IC
浜松

至 名古屋

静岡
清水

静岡 IC

富士 IC
沼津 IC

御殿場 IC

至 東京

熱海

伊東

沼津三島
富士

修善寺

下田

駿河湾
静 岡 県

裾野 IC
長泉町

　　長泉町役場・行政課
　　　☎055-989-5500
問

地産地消プロジェクト

レシピ.20レシピ.20
おらが村の味おらが村の味

　

１
月
13
日
㈰
、「
平
成
31
年
長
泉
町
成
人
式
」が
開
催
さ
れ
、

4
9
4
人
の
新
成
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
夢
や
決
意
を
胸
に
大
人
と

し
て
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。ま
た
、町
で
は「
長
泉
愛
を

叫
べ
！
」と
題
し
た
ブ
ー
ス
を
設
置
し
、新
成
人
を
対
象
に
突
撃

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
実
施
。「
長
泉
の
こ
こ
が
好
き
」「
長
泉
へ
の
熱

い
思
い
」な
ど
に
つ
い
て
話
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

人
生
の
門
出　

晴
れ
や
か
に

　
　
　

新
成
人
が
長
泉
愛
を
叫
ぶ
!!

（
敬
称
略
）

ふるさと情報　フォトｄｅあおきふるさと情報　フォトｄｅあおき

協
力
：
御
食
事
処 

恵

体も心も温まる
呉汁

作
り
方

①	

大
豆
は
水
に
浸
し
て
一
晩
お

い
た
後
、軽
く
茹
で
る
。

②	

茹
で
た
大
豆
と
油
揚
げ
は
、

あ
ら
く
切
る
。

③	

鍋
に
②
と
だ
し
汁
を
入
れ
、

煮
立
て
ば
味
噌
を
溶
き
入
れ

る
。

④	

手
で
ち
ぎ
っ
た
豆
腐
を
加
え

た
ら
火
を
止
め
、小
口
切
り

の
長
ね
ぎ
を
散
ら
し
た
ら
出

来
上
が
り
‼

茹
で
た
大
豆
、
油
揚
げ

は
ミ
キ
サ
ー
に
か
け
、

あ
ら
切
り
に
し
て
も

O
K
！

大
豆
…
…
…
…
…
…
１
０
０
ｇ

豆
腐（
小
）…
…
…
…
…
１
丁

油
揚
げ
…
…
…
…
…
…
…
１
枚

長
ね
ぎ
…
…
…
…
…
１
／
２
本

だ
し
汁
…
…
…
…
…
５
カ
ッ
プ

味
噌
…
…
…
…
…
…
…
…
適
量

材
料（
２
人
分
）

ワン
ポイント

喜憂の欄については、HP上での掲載はしていません。
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（
文
、 

永
川
　

）

   

（
二
） 

住す
ま
い居 

─ 
 

古
文
書
の
中
の
民
家

　
こ
の
号
で
は
少
し
道
草
を
し
な
が
ら
、村
内
古
文
書
の
中
の
民
家
を
訪
ね
て

み
よ
う
。民
家
、つ
ま
り
農
家
を
記
し
た
最
も
年
代
の
早
い
も
の
は
、宝
永
三
年

（
一
七
〇
六
）の『
差さ

し
だ
し
ち
ょ
う

出
帳
』が
あ
る
。し
か
し
、こ
れ
に
は
農
家
の
戸
数
の
み
で
、各
戸

の
規
模
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。住
居
の
間
口
、奥
行
が
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、約

五
十
年
後
の
宝
暦
四
年（
一
七
五
四
）の
新
築
申
請
に
相
当
す
る
願
上
書
に
見
え
る
、

入
奈
良
本
の「
七
間
半
に
三
間
」が
初
見
と
思
わ
れ
る
。

　
右
の
願
上
書
の
内
容
を
み
る
と
、現
在
の
確
認
申
請
書
に
当
た
り
、そ
の
詳
細

は
紙
数
の
都
合
で
述
べ
つ
く
さ
れ
な
い
が
、上
田
藩
の
役
人
が
現
場
確
認
に
出
向

い
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
次
い
で
文
化
・
文
政
期（
一
八
〇
〇
年
代
前
期
）に
な
る
と
、居い

屋や

新
建
願
と
焼
失
届

が
多
く
な
る
。こ
れ
に
は
小
家
は
六
坪
か
ら
大
家
は
三
十
七
坪
ま
で
、農
業
規
模
に

よ
っ
て
大
き
さ
に
差
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。ま
た
、火
災
の
届
出
書
に
も
規
模
が
明

記
さ
れ
、住
居
史
の
資
料
と
し
て
重
要
と
い
え
る
。火
災
届
の「
焼
失
」は
全
焼
、「
出

火
」は
小ぼ

火や

の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

　
古
文
書
の
住
居
に
関
す
る
書
類
で
、と
く
に
注
視
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
。幕
末

の
弘
化
三
年（
一
八
四
六
）に
、下
奈
良
本
村
か
ら
上
田
藩
に
願
い
を
出
し
た
口
上
書

が
あ
る
。要
約
を
現
代
文
に
し
て
み
る
と
、

　
わ
が
村
は
耕
地
の
広
さ
に
比
べ
て
人
数
が
少

な
く
、苦
労
し
て
い
ま
す
。耕
作
者
を
増
や
す
た

め
、住
居
を
建
て
た
く
、お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
家
に
は
村
内
の
二
男
、三
男
や
他
郷
の
者
で

も
入
居
し
て
も
ら
い
、農
作
に
励
む
所
存
で
す
。

村
方
で
鋭
意
努
力
し
ま
す
が
、資
金
が
足
り
ま
せ

ん
。そ
れ
に
つ
き
、藩
か
ら
二
百
両
ほ
ど
、五
年
間

無
利
息
に
て
拝
借
願
い
た
く
、御
慈
悲
を
も
っ
て

お
聞
き
下
さ
る
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。無

利
息
期
間
の
後
は
、間
違
い
な
く
御
返
納
い
た
し

ま
す
。

　
午（
弘
化
三
年
）十
二
月
　
　
孫
之
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

新
　
蔵  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

忠   

治

　
宇
川
治
郎
左
衛
門  

様

　
上
　
原
　
廣
　
次  

様

（
尚
、こ
の
文
章
の
前
後
に
十
軒
の
住
居
の

見
積
書
と
関
連
書
が
あ
る
。の
ち
嘉
永
年

間
の
文
書
に
こ
の
建
築
工
事
の
記
述
が
見

ら
れ
、後
号
で
再
出
し
て
み
た
い
）

乍
恐
口
上
書
（
恐
縮
な
が
ら
意
向
書
を
奉
り
ま
す
）

再生紙を使用
しています

青
木
村
の　
　
　
　

歴
史
考

た
て
も
の

村では、災害などの緊急時での速やかな一斉情報配信、情報伝達手段として
緊急防災メールシステムがあります。緊急時の村からの情報を入手いただ
くため、是非ご登録ください。 http://admj.biz/subscriber/?storeId=193

防災メール登録のお願い
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 人
口

/4,370人（
＋

5）
 世

帯
/1,747戸（

＋
1）

平
成

30年
12月

31日
現

在

あいざわ　さつき……………………………………………… たいこをがんばりたい。
いけ田　たすく ……………………………………………… けんどうをがんばりたい。
おきむら　まはる …………すぐにいやといわずに、ちゃんとかんがえてへんじをしたい。
かとう　るき ……………………………… かん字がきれいにかけるようになりたい。
川くぼ　りさ …………………… じゅぎょうで、たくさん手をあげれるようにする。
きた山　文ご ……………………SUPERりかじてんをできるだけ、よみすすめたい。
くぼ田　ゆ月 ……………………………………………… べんきょうをがんばりたい。
小林　二子………………………………………………… かん字をきれいにかきたい。
小林　みき………………………… 人の目を見て、はなしができるようになりたい。
下がた　はるき …………………………………………… べんきょうをがんばりたい。
辻　えまり……………………… もっと大きなこえであいさつができるようにする。
ます田　このか ………………… あさのマラソンがしっかりできるようにがんばる。
まつ本　あつひろ………………………………… えがうまくかけるようになりたい。
むら田　かりん ……………… ダンスがうまくなるように、まい日れんしゅうする。
山うら　きよね ……………………………… かん字をうまくかけるようになりたい。
山本　りん…………………………… サッカーがうまくなるように、がんばりたい。

井古田　あむ ………………………………………………… サッカーをがんばりたい。
上原　こはる …………………………………………… がんばってべんきょうをする。
北村　しゅん ………………………………………… せいりせいとんをちゃんとする。
工藤　あいな ………………………………………… ひきざんをもうすこしがんばる。
小林りゅうと ………………………………… テストをがんばる。１００てんをとる。
佐藤　はなか ………………… かん字をたくさんおぼえられるようになりたいです。
高野　　そう ………………………………………………………… けん玉をがんばる。
髙橋　あんな ………………… さんすうのけいさんがはやくできるようにがんばる。
多田　はやと ………………………………………………… サッカーをがんばりたい。
奈良本こずえ ………………………… かん字をすらすらかけるようになりたいです。
橋爪　　はる ………………………………………… くもんでＨＩにしんきゅうする。
土屋　　るり ……… くもんのこくごでむずかしいもんだいをとけるようにしたい。
平林　ことね ……………………………… おんどくが、すらすらよめるようになる。
本田　ゆめこ …………………… けがをしないようになかよくたのしくすごしたい。
松澤　ふたば ………………………………… さんすうのべんきょうをがんばりたい。
三澤　かずき ………………… なわとびをさいこう５０かいつづけてとびたいです。
柳澤　えいた ………………………………………………… なわとびをがんばりたい。

がんばれあお
きっ子

青木小学校１年生 ことしのもくひょう
１組

２組
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